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第6回沖縄～東京レース

沖縄ﾚー 己臺甕菫大儀見菫

し参加20艇

今回の沖縄レースは，本土復帰の年の第1回からか

ぞえて，ちょうど10周年で6回目にあたった。このレ

ースが行われる以前の日本では,300マイル以上の本格

的な外洋レースーすなわち世界の外洋ヨットレース

界で,外洋レースの範鳫に入るレースーというと300

マイルの八丈レースしかなかった。シドニー～ホバー

トに参加したことが一つの直接的な刺激になり，600マ

イル以上のファストネット，シドニー～ホバート，ま

たバミューダレースといった代表的な外洋ヨットレー

スに匹敵するようなレースをぜひ日本の海域でもつく

ろうということになった。チャートを広げるとそれは，

沖縄～東京というのが一番自然に成り立ってきたもの

だ。参加艇は第1回が11艇，第2回が17艇(DNF2)

第3回が13艇(DNF5),第4回が27艇(DNF7),第5

回21艇(DNF1),そして今回20艇となった。今回はこ

のレースの直後，5月7日からスタートするかたちの

ジャパン・ビック・ポートクラブ主催のシリーズレー

スが，各週末に連続して3週組まれたため，沖縄レー

スの参加をみあわせた艇がいくつかあった。このこと

が，今回20パイ程度の参加に終わった一つの原因だと

思われる。

D残念なレース前の事故

これまでの沖縄レースでもレース参加のための回航

途中，舵のトラブルなどで参加不能となった艇もあっ

たが，今回は回航途中，沖縄本島備瀬崎のところで，

夜間岩礁に乗り上げて沈してしまい，危うく全損にな

るという艇がでた。結果は地元の人々の献心的な努力

で，ドラム缶を4コ横だきにし，なんとか助かること

ができた，という関係者にとってまことに残念な事故

があった。

同じ時期，夜が明けるまで約4時間同じ水道の北側

（手前）で待って視界が良くなってから無事に同じと

ころを通過した艇があったが，これが本物のシーマン

シップであり，安易な気持でウオッチも不十分なまま

の事故がくやまれる。いっそうお粗末だったのは，ス

タート前日の朝，練習のため出航して那覇港の港路口

のリーフに乗り上げてしまった事故だ。朝10時頃快

晴でこの上ない好条件下での信じ難い事故だった。

艇体が波にもまれる間にキールがもぎとれてしまい，

そこから浸水し，船は完全に沈没してしまうという事

になった。この程度の事故でキールが10分間ぐらいの

間にもぎ取れてしまうということ事態が大きな問題で

はあるが，初歩的な注意すら十分でなかったといわれ

ても仕方がないケースだろう。

し海上保安庁の立ち入り検査

今回は那覇港管理当局の大変なご協力を得て，米軍

施設ではなく，那覇本港のほうを使わせて頂いた。例

年の如く，地元の沖縄支部の会員各位の大変な努力に

よって初めて可能となったことだ。ところがスタート

前日，海上保安庁1l管区警備課による立ち入り検査を

全艇が受けるという「事件」が起きた。こんなことは

初めてのことである。当日朝，レースコミッティーで

はかなり前からl1管区の救難課のほうに出してあった

出場艇の一覧表をつけた許可願いを受けとりに出向い

たばかりだったので，立ち入り検査に来ていた海上保

安庁の方に何か「事件」が起きたのか，あるいは何か

特別な事情でもあるのかということを伺ったのだが，

そういうことではなく，安全月間でもあるので，どん

な船が那覇港に入ったか掌握したいということであっ

た。我々が外国のレースに参加する場合，欧米のゴー

ストガードがヨットの立ち入り検査をしたなどという

ことは聞いたこともない。このことはもちろん保安庁

の職務権限内のことで，問題がないといえばないのだ

が，いきなり立ち入り検査というかたちで犯人扱いの

ような処遇を受けたというのが参加艇の大方の印象で

あった。これは今回初のケースだっただけに一つの｢事

件」だったといえる。

し記録破りの快走

レース展開そのものは，最初の2日間にそれぞれ平

均120マイルと70マイルという非常に遅いペースでス

タートした。しかしその後は今までのうちでもいわば

ベストコンディションで，せいぜい40ノット前後まで

の適当な南西よりの風が吹いた。各艇は文字通り章駄

天走りで，デイズランが240マイルを超すという艇が

何パイも出た。そして結果としては所要時間が5日を

きった艇が3パイ，そして5日6時間49分という歴代

2位のくサンバード〉の記録を破った艇が6パイも出

た。後半は非常Iリ'頂調なレース展開だったといえる。

この中で残念だったのは，トップを走り，ファースト

ホームの可能性も強かったくビンド7〉の事故である。

ラダートラブルでリタイヤ－し，結果的には自力で下

田に入ったが,SOSによる救難発信をし，海上保安庁

の巡視船が出てきて伴走するという事態となった。こ

の辺も今後に大きな教訓を残すことになった。

レヨットの市民権とパブリシティー

●

へ

↓

ハ

(2）



○FFSHORE昭和57年7月15LI第88号 昭和52年7月21H第三機郵便物認可

ることが大きな課題となる。その意味でスポンサーシ

ップは非常に大きな意義があるのだ。しかしこのこと

は個々の艇が直接，船体その他を利用して，商業宣伝

に個々のスポンサーに手を貸すこととは全く別の問題

であり，こちらの方はIYRU第26条によってルール_k

明r1に禁止されているのみならず，いわゆる冠スポン

サーとは全く時限が違う問題である。たまたま今回，

冠スポンサーが付いたレースの中で，出場艇の一つが

個別スポンサーの企業名をトランサム等に表示したと

いう大変残念なケースが起きてしまった。このため，

IYRU第26条の違反ということでペナルティーが課せ

られるという,NORCでは初めてのケースとなってし

まった。残念至極である。せめてもの救いは冠スポン

サーが付いた初めてのレースで，個別スポンサーとの

明確な区別力確立され，今後のけじめのつけかたがは

っきりしたことである。

，各艇の走り方

もっとも際立った走りをみせたのは優勝のくサマー

ボーイ〉で，デイズランが264マイルというひと昔前

では考えられないような，常時9～13ノットのスピー

今回のレースは復帰10周年ということで，地元では

今まで以上に盛り上がり，バックアップを受けたこと

が特長であった。もう一つは，第1回の縦断シリーズ

ということで，それにともなうパブリシティーが従前

に比べてひと回りもふた回りも大きかった。これはこ

の縦断シリーズに冠スポンサーとして西部流通グルー

プが協力したことの直接的結果であり，関係各社，エ

ージェンシー等の努力によるものである。冠スポンサ

ーを付けることのメリットは,NORCのレース運営が

楽になるということはもちろんあるが,NORCは営利

事業体ではないので金が入るということよりも，むし

ろそうしたスポンサーがつくことによってパブリシテ

イーの幅が飛躍的に拡大され，それによって外洋ヨッ

トが正しく社会的に認知されることが最大のメリット

といえるだろう。今日，外洋ヨットは，まだ一般のス

ポーツに比べて，市民権を獲得しているとはいえない。

それが各所で迷惑扱いを受け，税金をかけられたり，

公共のハーバーづくりが進まない原因にもなっている。

外洋ヨットが市民権を得るためにも正しくパブリシテ

ィーが行われ，このスポーツが広く国民的に認識され
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ドで2日以上も突っ走った。その間，スピンを上げた

まま，だいたい片手でティラーが引け，非常に安定し

た走りを示したことは特筆すべきことだと思う。また，

ファーストホームのくエピキュリアン〉も本当にすば

らしい走りの一語に尽きる。さらに今回，宮城外洋帆

走協会所属のく白南風〉が初めて参加し，一時はファ

ーストホームする可能性もあるという大健闘をみせた

ことも今回のレースでは特筆すべきケースである。今

までの過去5回のレースの積み上げの中で，2回連続

優勝したくシンドバッド〉などの走りから沖寄りのコ

ースが定石として定着するかにみえる中で，〈モラン

ボン〉が那覇沖のスタート後，北へ行かずに逆に南か

ら沖縄本島の南端（糸満）を回っていきなり太平洋へ

出た。このゴースが正解ではないか，という話は今ま

でたびたび出てはいたが，それを初めて実際にやって

のけたのである。残念ながら今回は糸満を回ってから

北東の風になったため，ポートタックで南下して，沖

出しをするところまでふん切りがつかず，スターボー

で沖縄本島の東側を北上したため，結果としては本島

の北側から太平洋側に出た艇団の後ろに付く形になっ

てしまった。このため，この南回りコースの是非につ

いての答えは出なかった。前回，前々回と2回連続し

て優勝したくシンドバット〉が3連勝を狙って果たせ

なかったのは，結局，他の艇がコースの選択について

勉強し，走らせ方についても高い水準まで上がってき

たということであろう。さらに今回，最小艇のハーフ

トナー〈がらめ〉が3位に食い込む大健闘をしたこと

も見逃がせない。

全体としての印象では，このごろの船がレーシング

マンーンとなり，特に強風の追手などでは扱いにくく

セミプロのクルーがアクロバット的な乗り方をすると

いう状況があり，普通のアマチュアヨットマンが乗り

こなすことは至難の業になってきている。日本ばかり

でなく，世界の外洋ヨットがこれでいいのか，参加艇

の内容と推移から指摘せざるをえず，今回のレースの

中でもこの問題が提起されたと思われる。

600マイル以上の本格的な「航海」をしなければな

らない外洋レースに出る艇は，やはり，それにふさわ

しい安定した走りができるような艇でなければならな

いことは論をまたない。

今一度，外洋ヨットの原点を再確認する必要があり

そうだ。沖縄レースは日本での最大の本格的外洋レー

スとして素晴らしい伝統を作ってきた。10周年の今年

のレースは大切な一つのふし目となったと思える。

孕

須竪

第6回沖縄～東京レース成績表帆走委員長大儀見薫
セーノレ

番号
フィニッシュ

タイ ム
艇クラス 名 TYPE 回航 着順 所要時間 修正時間 総合順位TF

Ⅲ 3000 SUMMERBOY TAK36 5/4 09．30．32 2 4．22．30．32 1.0249 5．01．27 35 1

Ⅲ 225 EPICUREAN VAN40 5/4 08．49．04 4．21．49．041 1.0772 5．06．54 48 2

V 2011 GAMERA TAK31 5/4 23．23．41 12 5．12．23．41 0，9603 5．07．08 19 3

Ⅳ 2713 CAVOKI GRA34 5/4 19．56．01 9 5．08．56．01 0．9968 5．08．31 16 4

Ⅲ 3003 TSUBAKURO Y36 5/4 17．44．31 ７ 5．06．44．31 1．0264 5．10．05 17 5 へ

Ⅲ 2900 sINDBADm KIH38 5/4 13．02．37 5 5．02．02．37 1．0660 5．10，05 55 6

Ⅲ 2535 CHISATOV DOU34 5/4 21．44．34 10 5．10．44．34 0.9968 5．10．19 28 ７

Ⅳ 2501 TIDA U35 5/4 22．26．08 11 5．11．26．08 5．12．281.0079 25 8

5．07.16.48"Ⅲ 1827 sAsHIBAn 5/4Y36 18．46．48 8 1.0458 5．13．06 34 ９

5．04.28.01"Ⅳ 2862 OHMIZUNAGIDORI U34 5/4 15．28．01 6 1.0188 5．13．08 50 10

|I’ 2666 sHIRAHAEm DOU42 5/4 10．27．58 3 4．23．27．58 1．1186 5．13．38 05 11

I 2370 RODEMW T＆P44 5/4 12．13．58 4 5．01．13．58 1．1571 5．20．16 42 12

Ⅳ 2641 MORANBONG VAN32 5/5 06．33．12 16 5．19．33．12 1．0142 5．21．32 06 13

Ⅳ 2074 cRANEm Y33 5/5 12．11．12 17 6．01．11．12 0．9984 6．00．57 16 14

Ⅲ 2782 MARIEV DUB37 5/5 05．49．36 15 5．18．49．36 1．0531 6．02．11 1554

Ⅱ 2312 NACHIm DOU42
FﾉF

D／、 04．10．38 13 5．17，10．38 1.1160 6．09．05 23 16

I 2112 FuJIm FRE45 5/5 05．03．09 14 5．18．03．09 1．1547 6．15．24 33 17

(VIND7>のラダートラプルによる浸水事故に際し,風上よりUターンし，メンスルを降ろし,巡視船の現場到着までのロスタイムを30分とみなして修正したもの。

1YRR26､1（a）及びNORC外洋レース規則附則2(1)の違反により5％のペナルテイーを加えたもの。

※l

※2

(4）
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オキナワ。 レクイエム
辰井栄一郎<サマー・ボーイ〉オーナー

人生は常に試みだ，と言うのは私の長年の持論だが

今度のオキナワのように自力だけではどうにもならな

い試みには，まして新艇を建造してまでの参加となれ

ば払う犠牲も多面的に大きく，前後の表彰式を終えて

家に帰り着くまでの半年余りにわたる煩雑さを振り返

ると感無量である。

高井氏との避遁に始まり勝杯受賞に到る門田艇長の

飽<事無き行動力もさることながら，その僚友吉田君

の手馴れたマネージメント，建造からの日高，柏元両

君の徹底したアシスタンスをはじめ，回航本番と多大

の時間的犠牲を払ってくれた木田さん，那覇での諸事

万端から天気図まで揃えてくれたパイロットの前野さ

ん他，それは多くの人によって与えられた。

結果論としてならどんなことも言えようが，私は長

い苦悩の後に,ある日霧の晴れるように高井35を選んだ

ことを何をおいても至上の喜びとしたい。それに門田

君の苦心の結実であるオキナワのための人選は極めて

果敢で周到であったし一人一人のクルーも，そしてそ

の相互信頼と渭例な人間関係の当然の帰結として生ま

れるチームワークも，この度の快挙とともに二度と得難

いものにさえ思える。加えて高井氏の人柄,135｡ECo.

のバックアップ，キングセイル庄崎氏のフォロー等が

実に大きな原動力となったことも勝因の見逃せないフ

ァクターである。

さて，その日の沖縄は若いレーサー達の逸る心と不

測の航海への憧'陽にも似た充実感を一つに集めて祝福

するかのように晴れわたり,N8ktの軟風のクロスで

スタート，自艇を含む沖出し最短コースの数艇と岸寄

りに潮流に乗る大半の艇群に唯一艇本島南回の三つに

分かれた。第3のケースについては，あるいは松本，

高城両氏の暗示の先どりといった感がないでもないが，

当時の気圧配置，黒潮の状況からして30数浬のディス

タンスロスは極めて大きいと愚考する。

残波崎までの我々のコースは明らかにミスで，後方

数艇の位置にあったが，岸寄りの艇団がリーフを敬遠

して早目にタックを返すのに対し，我が艇はバウにワ

ッチを置き，潮に乗せて岸ぎりぎりに突っ込んだため，

万座ビーチ沖，伊江島が遠望されるあたりでは中位，

本島を離れ与論を左前方に見るころには先行集団の末

尾に位置していた。

これはやはりこの艇の持つスピードポテンシャルに

起因するものが大きく，3月進水後の6レースで艇速

への自信は深めていた。もともと強風のクロスを主眼

としたデザインポリシーを要請していたのだが，中，

目

（
）

~

総合優勝艇くサマーボーイ〉撮影：添畑薫／提供：舵社

後盤戦のほとんど4日間にも及ぶクォーターリーアビ

ームのスピンランに驚くべきデイランを示したことか

ら，オールラウンドを狙ったかと疑ったが，後日ビッ

グボート第2レースで強い風上航に大型艇を押え，同

日のレーサーを唖然たらしめたことからも高井氏の良

心がうかがい知られた。

初日午後4時の船位26｡36'N127｡50'E針路30.風向

風速不変，はるか前方やや南寄りにくエピキュリアン>，
南にくシンドバット>，南後方にく風来坊>，後方くつ

ばくろ>，北後方くチサト>，〈がめら>，北上側くローデ

ム>,<NACHI>,船影はもはや点望の位置だが前

方北寄りに<VIND>という前半艇団の中心にあり，

各艇への距離,約4～10浬か，レース前夜のミーティン

グで決定したラムラインやや南寄りのコースどりには，

最後まで忠実に乗っている。

華やかなスタート以来，残波崎までの喧操が嘘のよ

うに初めての透明な夜が満天に星を輝かせながら静か

にやってきた。昼・夕食ともベストクック賞を狙う吉

田，木田両君の手になる豪盛なステーキサラダでスタ

ミナをつけ，ひたひたとハルをうっ波の音を聴きなが

一

(5）
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ら少年のように満ち足りて深い眠りに落ちた。

2日目正中天測27.25'N129｡12'E針路70｡,徳之島

ははるかに遠い。互いの相関位置は昨日と変わりない

ようだが，視認されるのは前方はるかにプロパーを引

き，小さな点となったくエピキュリアン>，昨日より間

隔だけを開いてくシンドバッド>，右後方く風来坊>，後

方くつばくろ>だけである。〈つばくろ>はロールゴール

で我々より前の位置出しをしている。フォア兼ナビの

日高君が絶対自信あります，向こうのミスですと胸を

張る。向こうでもそう言ってるよと皆で大笑い。その

後急に針路をSEにとりく風来坊>の影に消えて行った。

風速3～7ktで次第に風は東へ回り，ブローを拾い

つつ,0.5,0.750ZのスピンとLTゼノアのチェン

ジが続く。今年こそ吹<，このマストではオキナワは

無理だと高城氏を含む多くの人におどされ続けたのに

何という平穏さ。これでは花のフォアの見せ場がない

と嘆く日高，吉田両君に，一昨日の那覇の濡れ場があ

るから良いではないかと慰めたものの，私も何として

も凄絶な荒海を乗り切ったという思い出だけは残した

い。だが2日目の夜の訪れは空しくもまた同じパター

ンで周辺を闇に包んだ。夕刊はまだか，風呂は沸いた

かというような冗談も今は何か物倦い。それに引き代

え洋上とは思えないほど豪華でしかもよく献立を吟味

した食事が誠に楽しい。門田君が他のフネは多分こん

な良い食事してませんよ，とオーナーの気持をくすぐ

るようなことを言ってにやにやしている。愚かな政治

や浮世のしがらみから隔絶した波の上の食事は，長年

心因性の吐き気に悩まされ続けている私には絶好の転

機になるかも知れないとさえ思えたほどである。

しぼんだスピンがパーンと風をはらみ直すあの有機

的な破裂音が一晩中キャビンに鳴り続けた。点在する

わずかなブローを暗い海面に模索しているワッチ，二

段のクォーターバースに頭と肩だけ見せて眠りこんで

いるオフワッチを思いながら様々な想念が湧く。

百数十年を経て苔むした拙宅の古いウールナットの

ピアノに進水後早々と礎得した数々の賞杯レプリカが

歴代2位の記録を破る4日22時間30分32秒という好記録でフィニ、

○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

飾ってある。たまに訪れるクルー達は，ちらとそれに

視線を投げるだけで思いは語らない。もはや彼等には

それらを記憶に留める何ものもないのか，それともそ

んなギンギラよりも，その一つ一つのレースの中の断

片が一環の連鎖となって彼等の心の中に長い誇り高い

叙事詩だけを形成してゆく。それだけなのか。

3日目（5月1日）夜明け,DR27｡56'N130｡09'

E針路60.風向130．風速3～4kt,ようやく奄美の山

並みがなだらかにうっすらと遠望された。晴，相変わ

らず0.75スピンとLTゼノアチェンジの反復，深夜にも

度々顔の上でデッキを引きずるセールのさわめき，ひ

っかくようなシャックルとデッキの擦過音に目を覚ま

された。

午前10時ごろ，〈シンドバッド>が同じような関係位

置に双眼鏡で確認されるほか，一艇の船影も見当たら

ないが，第一ターゲットが3日目でも視認されるのは

心を落ち着かせる。しかもラムラインからするとかな

り東南にはみ出しているので，我が艇の先行は明白だ。

松本，高城両氏の焦燥が波を越えて伝わってくる。

突然門田君が鯨だ.／と緊張した声で叫ぶ。見ると，

鳶色した15mほどの鯨が，のたうつように全身を<ね

らせながら直ぐ前を斜めに横切って行く。あんな奴に

やられたらお陀仏だなどと口々にいいながら天然の？

鯨が珍しくて皆帆走の手を休めて眺め続けた。

ロールコールで<VIND>,<エピキュリアン>に30

~40浬も離されていることが分かったが，横の開きか

らして十分射程距離に入っているものの，それよりも

後方のくがめら>の伸びが気になる。

たんたんとしたカームのレース運びで終わってしま

うのだろうか。昼食後，司厨長の吉田君から節水令が

出る。

午後3時ごろ,EからESEにかけて薄黒い雲が延

延とたれ始め，ところどころ斜めに幅広く海面に突き

ささっているのが見られた。待ちに待った前線の通過

であろうか。全員合羽着用，ハッチを閉めて待機する

間もなく16kt前後の風が吹き始めた。艇速も一挙に8

ktと倍増,55｡に変針して可｜‘た

r
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き始めた。艇速も一挙に8

ktと倍増,55.に変針して

クォーターリーの風を十分

につかむ。

長い単調さを破るように，

夕刻からいよいよ本格的な

風雨，大きなローリングの

上に，さし板を入れて密閉

したキャビンは地獄だろう

が，吉田君は平然と5回目

のステーキを焼いている。

夜，風雨波浪は次第に強

まり，ドッグハウスの漏水

がセッティバースのマット

を濡らす。午前0時3人ワ

ッチなのでスピン交換のた

う好記録で.フィニッシュした
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めオールハンズ，デッキを踏み鳴らす音と，とびかう

大声から頭上の修羅場の様子がスピン取り込みで待機

しているキャビンにも手に取るように分かる。

私はいつも思うのだが，柏村画伯のヨットの絵は，

淡く幻想的でいいけれど，私なら極限にある荒天帆走

を選ぶ。そしてセーラーマンだ。振れ回る狭いキャビ

ンで黙々と玉葱を刻んでいたり，小さなナビライトの

下で天気図を書いていたり，ハーネスをつけて暗いフ

ォァデッキに出て行く，そんなクルー達の姿こそ絵

になり，こよなく美しい。人間臭の欠けたヨットの絵

などサロンの貴婦人の玩具にしかなるまい。

5月2日，正中天測30｡47'N133｡30'E,風向130｡,

風速17～22kt,艇速と距離を稼ぐためにというよりB

ワッチ連がレースそこのけでサーフィングスピードに

夢中になり,Co.50｡～40.と北上しすぎたので1600の

天測とともにAワッチの門田艇長が不平たらたらで，

再び65.に修正している。艇速平均10kt,瞬間速度16

kt,5月1日のデイラン96浬に比べこの日205浬を記

録し，3日のおくれをかなり取り戻す。

雨は明け方に上がり，重厚な雨雲の間から時どき思

い出したように薄日が差す。種子島の東にいるはずだ

が，島影は見えない。スピンは深夜交換した1.50Zの

まま，後は潮岬をDFに入れるだけ。ようやく太平洋

らしく水平線しか見えない広漠とした風景の展開とな

った。ふと’鮫の背びれを見つける。あれは鮫ではな

い，泳行方向にひれが反ってるからまんぼうだと訳知

りの日高君が言う。まんぼうに出会うとは素晴らしい。

悠久の海原に自分達だけがぽつんと浮んでいる陶酔感

の裏で，ぐじぐじした都会生活が急にうとましくなる。

うねりも段々長く高くなり，風も次第にシフトし，

夕刻3日ぶりに初めてジャイブをうつ。こんなところ

がポイントと一味違ったロングオフショアの悠大さだ

ろうか。それにしても艇体のうなりはすごい。サーフ

ィングの度に名状しがたい複雑な連続音を発し，音楽

のリフレインのようにその反復は極めて正確だ。

後日，庄崎氏，門田君と会食した時，彼がその音を

再現してきかせたところ，庄崎氏はちょうどビッグボ

ートの我が艇の艇長であったためか，その金属音のバ

イブレーションは少しまずいんじゃないのかい，と真

剣な顔つきだった。そういえば昔，金属板のセンター

ボーダーに乗っていたころ，強風のクロスで同じよう

な音を聞いたのを思い出し，その発生源がキールボル

トからかと考えたら，いささかぞっとさせられた。だ

がこの共震は一晩中子守唄のように平和な眠りを誘っ

た。

5月3日午前8時,DR32｡N136oE,Co60｡,風速

18kt,風向180.曇，ようやく潮岬を過ぎ，正中天測32.

N137｡E,大王崎通過,Co45oに変針して石廊を狙う。

全員に格別の疲労なし。昼食は初めてカレー，こって

りと煮込んで腕の冴えを見せている。風は相変わらず

180°の連吹，午前中にチェンジした(.75)がたっぷりは

(7）

優勝を喜び合うくサマーボーイ〉のメンバー
撮影：添畑薫／提供：舵社

らんで艇体のうねりを消さず，同じリズムのサーフィ

ングで前半3日間の沈帯，喜界島辺の悶々たる帆走が

嘘のようだ。このころから皆の心にひょっとしたらと

いう気持が生まれ，やがてそれが言葉になり，ロール

コールで裏づけされ，なごやかな中にも緊張感が漂い

始めた。それでもこの日のロールコールの一番手くカ

ポック〉が今迄のホアンから三崎ヨットを呼び出して

いるのに一瞬やられるのかと，どきっとさせられたが，

船位からして当然だとほっとするという一幕もあった。

午後8時,DF,静岡放送から御前崎はるか沖と測定，

ああ，とうとうここまで来たかと粛然たる気持になる。

この日のデイランは昨日を上回り220浬。

最後の夜がやってきた。その最後の夕食は，自らコ

ックをかって出た高井さんのフレンチトーストとオム

レツ。なかなかの出来栄えに一同賛嘆。午後11時ごろ，

突然本船の突き刺すようなサーチライトを浴び，避航

するかしないのかとコックピットが騒然として日高君

が呼び起こされるというアクシデントがあり，それが

治まって数時間後に二度目のオールハンズがかかった。

スピンブレイク。ストームスピンに変えると急に艇速

が落ちたように思うが，その後とみに募る風速からし

て正解だったようだ。

5月4日午前2時。フィニッシュを目前にして誰も

キャビンに戻ろうとしない。それに，皆ランドフォー

ルを狙っていた。私はランドフォール賞は10年前に買

ったままのナポレオンと心に決めていた。St.ヘレナ

から大陸を望見するナポレオンの故事にちなんでのこ

とだが，幸か不幸かそれは誰の手にも渡らず今も手元

に残っている。大うねりと夜光虫とでついに石廊と神

子元の灯光間隔が読み分けられず，加えて艇速が早す

ぎてDFの位置出しが困難を極めたせいでもある。こ

の間の高井さんのナビとジャイブの誘導には冷静かつ

凄絶極まるものがあった。

午前4時，下田沖，大島が薄明りに遠望される。1
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日の午後以来他艇の姿を見ていない。神子元付近で，

デッドヒートかと思っていたのだが，それらしい船影

もない。前日のロールコールとこのスピードから考え

て，もしやという期待が頭をかすめる。瞬間最大艇速

21.2kt,風早崎を後ろに見てからの20浬ほどが気の遠

くなるほど遠く，また逆に短くも感じられる。

あと5浬のところで三崎ヨットに無線を入れ，祈る

思いで先着艇の情報をきく。〈エピキュリアン〉とく白

南風>(後日誤認)･….､門田君はじめ最高尾にじっと集

結しているクルーの表情が一瞬固くなる。あと4浬，

3浬，やがてシーボニアの前に本部艇，プレスボート

などがかすかに見える辺りでスピンダウン,No.3のク

ロスで突っ込む。赤いマークを確認，走りよってきた

プレスボートが向きを変えて伴走を始める。

長い辛酸をここにのみ凝集させて，ほかに今思うこ

とはないであろうクルー達と私，長丁場のフィニッシ

ュの一瞬はヨット乗りの冥利につきると思えるほど溢

れてなお余りある陶酔感に満ちていた。しかしその法

悦の直後にきたもの，それは私にとって予測し得なか

った虚しさである。長い，遠い，目標が，指の間から

砂がこぼれるように消えうせてゆく，それへの哀惜の

思いであろう。

思えばこのレース参加のためにどんなに多くの人に

支えられ，めぐり会えたことか。唯一度だけのチャレ

ンジであるだけに，残り少ない我が人生にこれほど素

晴らしい思い出を作ってくれた人達がこれから後にも

あろうか。

ありがとう，クルー諸君.ノ

そしてくサマーボーイ>，我が美しきトランサムに愛す

べきさつき＆恵美の集訳になる，かく一連の詩文を誇

らかに記す。

LaMer・LaMer,toujoursrecommencge.一／

O,recompenseapr6sunepenseeValery

海よ’とこしえに繰返す海よ
ずじ

ああそはかの一條の思念の涯への慰めか－

<エピキュリアン>沖縄レースでファーストホームー

<工ビキュリアン〉スキッバー 大橋且典

ス タートその後，〈ビンド>とくナチ〉は北上コースを取り，

追潮が強い，うっかりしているとすぐ追い出されそくエピキュリアン〉とくシンドバッド〉は東へ出てゆ

うに な る 。 く。また，東海の最小艇くモランボン〉はなんと沖縄

いつもは何も言わないオーナーに「830マイルだかの南へ行ってしまった。

らドンパチのスタートは慎しみなさい。必ずワンテンメンバー紹介

ポ遅れて出るように」ときつく言い渡される。．….､そ榊原嘉男：通称バラさん。オーナー。43歳。ワッチキ

の通りのスタートを切った。一艇身は凹んでいただろヤプテン兼ナビゲーター。〈エピキュリアンⅡ>で香港

うか。さすがにヨット部卒業直後の連中は不満そうな～マニラ総合2位。〈エピキュリアンⅢ>で鳥羽パール

顔を見せている。「まあいいじゃないか｣<チサト>がス総合2位。今回の沖縄レースもファーストホームなが

ピンを上げて帰ってゆく。かわいそうに，リコールなら，またまた総合2位。東海のヨットマンでバラさん

のだろう。「ああならなくてよかったなあ，おい」の名前を知らない人はいないだろう。生来の世話好き

後は早々に石川にヘルムを渡す。そうだ，今回はでで，この人の世話になったヨットマンは有名，無名を

きる限りへルムから離れるのだ。冷静になるのだ。考問わず多数に及ぶ。

えるのだ。コースを完全にコントロールするのだ……。石川信和：今レースの切り込み隊長。28歳。ニノミヤ

以後3時間，先頭集団はくビンド>，〈白南風>，〈ナセールが誇るオフショアセーラーのNo.1o恐怖の10時

チ>，〈シンドバッド>，〈エピキュリアン>に絞られて間へルム等，このレースを最も楽しんだ男。ヘルム，

きた。セーリングマス タ ー 。

ン？〈白南風〉を除けば，すべて東海のフネだ。杉浦公庸：通称センセー。26歳。柔道部出身で高校の

「KYC(衣浦ヨットクラブ）のレースだ」とだれかが先生。〈エピキュリアン>の電気屋さん。私(大橋)の天

喜ぶ。そうだ，今までこの4艇はこんな風にライバル測計算用プログラムを作ってくれた男。自身も現在天

意識むき出しで競り合ってきたのだった。……「沖縄測特訓中。バウデッキ。人のいやがることを黙々とこ

レースはともかく，地元のライバルにだけは負けたくなす。

ない」・…･･これが本音である。この点はどの地方でも竹内芳樹:21歳。大学院生。シラフの時はうさぎ人間

似たようなものだと思うがいかがであろう。とか，ネコ人間とかで，きわめておとなしいが，いつ

（8）

へ

へ



瀞

課

たん酔うと底なしで，恐怖のハレンチ人間に変ぼうす

る。ヘルム，バウデッキ。経験は浅いがヘルムはうま

い。

以上スターボワッチ。以下ポートワッチ。

大橋且典：一応艇長兼ナビゲーター。33歳。〈エピキ

ュリアン〉を設計したのはこの男。最近事故がとても

恐ろしい。特に落水が怖い。自分も落ちたことがある

し，クルーを落とした経験（幸い無事救助）もある。

ということで今回のレースでは，スタートからフィニ

ッシュまで全員常時ハーネスを着用した。ハーネス付

の特訓もみっちりやった。

水野平和：30歳。Ⅱ世時代からくエピキュリアン〉の

ボースン。KYC(衣浦ヨットクラブ)3大名物の一

人。体重90kgにうなる怪力は，さすがの人間ウインチ

石川もタジタジである。ヘルムも，バウデッキも，コ

ックピットも，キャビン内も，この男にまかせれば大

安心だが，バウだけはその体重ゆえに極力御遠慮申し

上げている。

服部謙吾：22歳。大学5年生。ファイトも体力も行動

力もあり，将来の有望株。ただ，ヨット部卒のクセに

ヘルムが今一歩で，目を離せない。トレーニングでう

まくなるタイプなので1年後が楽しみだ。バウデッキ。

服部和規：26歳。ナルミグループからの助っ人。ヨッ

ト部時代のあだ名は居眠りハチ。その名の通りよく眠

る。スタート後2時間で，ハースにもぐってグーグー

やっていたり，夜中の18ノットスピンラン中でもおや

すみ前の歯磨きを欠かさなかったりの超マイペース人

間。

竹内，服部(兼)，服部(和)の3人は名古屋大学ヨッ

ト部卒で，私(大橋)の後輩に当たる。

寒冷前線

だいぶ暗くなってきた。銭洲まで40マイル。今日の

ロールコールを信じれば，我々はかろうじてトップに

いる（らしい)。北上コースのくビンド〉がよい位置に

いるが，これからの潮を考えれば楽観してよいだろう。

反面，〈白南風>とくサマーボーイ〉はしつつこくつい

てくる。いやな相手だ。

さてと，前線は通ってしまったのだろうか？これ

でもうおしまいなのだろうか？風には何と祈ればよ

いのだろう。南の強風を祈ればファーストホームこそ

間違いないが，修正でくサマーボーイ〉に負けてしま

う。北に変わって強風ならばくビンド〉にファースト

ホームを取られる。しかし，〈ビンド>，〈白南風>には

何んとか喰らいついて修正で優勝を考えたい。まあ，

ここまで来てしまったのだ，どちらにしても強風を祈

る外あるまい。

スタート前のプレスインタビューで私は胸を張った。

「<エピキュリアン>はオールマイティーなフネです。

小型フリー型の艇は，強風の上りが一日でも吹けば足

が止まり，勝利のチャンスはなくなります。落ちこぼ

れます。〈エピキュリアン>もどちらかといえばフリー

広言通り目標(ファーストホーム)達成撮影：西村－広／提供：舵社

型ですが，クローズホールドもめっぽう強い。強風上

りの条件でも大型艇にピッタリ喰らいついてゆけるで

しょう｣。「フリーの強風ならくエピキュリアン〉が多

分No.1のスピードでしょう」。「微風に終始するなら修

正ではともかく，ファーストホームは確実です。微風

なら三河湾で，スクラッチでくビンド〉やくナチ〉を

押さえてきた実績があります｣。「どちらにしてもファ

ーストホームが目標です。修正優勝というのは現実的

にとらえどころがなく，艇内統一目標としては力強さ
に欠けます。ファーストホームです｣。酔った勢いとは

いえ大変な大口をたたいている。

果たして南が強くなってきた。船足も速い。シャー

シャーと軽快で，それでいて無気味な水切れの音で目

をさます。もう眠ることはあるまい。

装備を終わってデッキに顔を出し，連中に声をかけ

気合を入れる。下に降りてバラさん（オーナー）とチ

ャートテーブルを囲んだ途端，フネが傾く。顔を見合

わす。今度は大きく逆にゆっくり傾く。「ヤーッター」

二人の口から同じ言葉がフネの動きに合わせてゆっく

り出てくる。不思議に音は聞こえない。ややヒールし

て安定した。外に出た。修羅場だ。スピンが天空に激

しく舞っている。メインがバッバッバッとマストを揺

さぶる。今レース初めてのブローチングだ。しかし幸

い，最初で最後になった。

石川の顔を見る。ダメだと言っている。仕方がない

スピンを飛ばそう。アフターガイを飛ばし，スピンハ

リを抜いた。スピンが気持ちよく飛んでゆく。ちょっ

と落ち着いたが，メインはまだバッバッやっている。

さて，お次はスピンの回収だ。ウインチでスピンシー

トを巻く。シートが長い，時間も長い，イライラする。

やっとスピンの顔が見えた。が，それからが上がらな

い。重い。動かない。いよいよ怪力水野平和が登場す

る。太い腕が動く。ゆっくり着実に動く。よし，スピ

ンは水野にまかせた。ガラクタをキャビンに放り込め。

バウデッキを整理しろ。コックピットもだ･スピンが

水から上がった。メイン－枚でフラフラ走り出した。

それでも艇速は9ノットある。次はNo.1ヘビー。セッ

トしているところへ石川の声が｢メインが破れた｣．．…・・

ヘビー中止。メイン3ポイントリーフ。No.lヘビーア

一
）

へ

(9）
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ツプ。観音開き。軽快に走り出す。

一息入れる。汗ビッショリだ。缶ジュース，缶コー

ヒーを振る舞う。皆一気に飲みほす。「生地は破れても

リーチのクロスだけで保った例がある｣，「それに場所

は3ポイントの下だから，破れて元々」というセール

屋さんの一言でフルメインにトライする。フルアップ

した途端，ビリビリッときた。ダメだ。また3ポイン

トリーフ。そのまま下にもNo.2ゼノアを上げる。お得

意の恐怖の抜けリグ。ヘルムが重くなり，コントロー

ルも悪くなったが，最低スピードがグッとアップ。する。

No.1,N0.2合わせればストームスピンよりはるかに大

きい。これでいい。ファーストホームは近い。

フィニッシュ

夜が明けた，依然として平均対水速度10ノット以上

だ。潮がすごい。ベアリングを取る。4ノットある。

利島に吸い寄せられそうだ。ヤバイ，ヤバイ，この風

で座礁はイヤだ。

大島の千波崎がボンヤリと見える。そろそろ他艇の

フィニッシュ予告が気になる。2メガをワッチする。

唐突にくビンド〉が出てきた。小林艇長の声だ。三崎

ヨットを呼ぶ。バラさんと顔を見合わせる。やられた

か!？(ファーストホーム)。いや事故か？いやいやそ

れにしては小林さんの声が落ち着いている。三崎ヨッ

トは出てこない。しばらく間を置いて今度は下田保安

を呼び出した。下田保安も出ない。3度目に名古屋保

安が出る。やはり事故だ。ラダー破損で浸水が少々あ

る。場所は神津島の西，〈エピキュリアン>から50マイ

ル。救助に向かうには遠すぎる。さらにワッチ。保安

庁に救助依頼。乗員の住所氏名が報告される。耳慣れ

た名前が続く。〈ビンド>は同じ水域の好ライバルだ。

〈エピキュリアン〉との交流もきわめて深い。複雑な

気持で聞き続ける。

大島はあっという間に駆け抜けた。潮から離れつつ

ある。波もよくなるだろう。「沖縄レースは，この最後

の25マイルが長いのだ」と皆に言い，自分にも言い聞

かせる。エーイッ，スピンアップだ。ファーストホー

ムだ。ところが波はちっともよくなっていなかった。

ヨタヨタ走る。結局ちょっとしたトラブルを理由にス

ピンは下ろしてしまった。石川と顔を見合わせ，ホッ

とする。私のこの10年は，こういった局面で突っ張っ

て，もう一つ突っ張って，突っ張ったあげくはトラブ

ル，リタイヤーというパターンが実に多かった。が，

今回は冷静だ。これでいい，だれもまだフィニッシュ

していない(はずだ)。慎重に，慎重に……。

油壺からプレスボートが飛び出してきた。ぐんぐん

近づいてくる。間違いないファーストホームだ。実感

する。

大謀網をかわす。ヘリコプターが舞う。皆んな思い

思いの声が出る。ウォーと叫ぶ。こぶしを上げる。や

ったぜ。おめでとう。やったぜ。ありがとう。

へ

；トン<がめら>の沖縄～東京レース

艇は昨年9月に進水した。高井氏のニューデザイン

になる30フィートで，ハルデッキには，カーボンファ

イバーを使ったワンオフ艇です。カテゴリーIの安全

規則を満足させるに十分な強度を持ち，後は出来るだ

け軽くと言うオーナーの強い要望にそってデザインさ

れ，横須賀のワールドセブンにて建造されました。

進水前より，オーナー朝河氏は，沖縄レースを一つ

の目標としていたので，レースの申し込みも一番に行

いました。が，他のエントリーが少なく，締め切りま

でイライラしたものです。（ビッグボートレースのた

めか大型艇のエントリーが少なく，少し淋しい感じも

しますがどうにか20艇近く全国から集まったので，準

備にとりかかりました。

まず，乗員の手配です。回航用も含め，これが一番

大変です。〈がめら>のメンバーでは3人しか休めず，

残り3人は外洋を走る体力と経験を持った人を，と探

し回りました。4月はじめにようやくメンバーが揃い，

SSCRでコンビネーション作りです。メンバーはオー

ナーの朝河清氏,Pワッチのボスとしてくドリー〉に

(10)

<がめら〉スキッパー 前田利一

乗っている藤田亨（75年のQトンワールド，佐島での

Qトンワールドと，一緒に乗って来た。人柄，技術と

もに全面信頼のおける人です)，オペレーターの中村へ‘
隆彦（<がめら>建造時には造船所にいて，今は高井理

デザインオフィスに籍を置いてデザイン勉強中とか？

彼もまた人柄が温厚で，長い外洋向きであると思われ

ます。食料担当は赤上雅夫（<がめら>オリジナルメン

バーで,レース中は最高の食事を提供してくれました)，

竹内浩史は，琵琶湖ではQトン<パピヨン>のオーナース

キッパーです。そして私，前田利一の6人です。

4月18日にシーボニアから回航に出ましたが，南西

が吹き荒れ，潮岬までは強風の上りが続き，四国沖か

らは強風の追手，のちに順風の追手となり，予定通り

25日の夕方，オーナーが待ち受ける那覇に無事着きま

した｡早速，冷たいオリオンビールと厚いステーキで疲

れをいやし，翌日は整備で終日すぎました。27日はケ

ラマレースに出ました。ケラマレースは1位くサマー

ボーイ>’3位くがめら〉と，本番のレースを暗示す

る結果となりました。レース前日は，買い出し，整備，

t
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とレースの雰囲気も盛り上がってきて，パーティーも

楽しいものでした。夜はホテルで気象の予測とコース

の検討です。

天気予報では，北西，北東の予想です。コースとし

ては，ラムライン近くを走るコースを取り敢えず取る

ことにします。〈がめら>は最少の艇なので，軽風，と

くにフリーの風なら艇団と離れずに追いついて行って

レース日程が長くなるように祈りつつ，スタート時を

待ちます。

スタート日は天気も晴れ上がり，北の微風でスター

トです。上手3番目ぐらいでポートにてスタート。岸

寄りのコースで伊江島付近まで上りレグで20数マイル

走ると，前に7～8隻いますが，後にも7～8隻いる

ようです。夜はナギになりましたが，ゆっくり南にふ

れてきています。他艇はほとんどくがめら〉の東側に

今いるようです。翌日のロールコールでもほぼ一団なが

ーらくがめら〉が一番西側にいるので，少し東に出るよ

うに心掛けます。次の日，後ろ東側寄りにく風来坊>，

〈チサト>，〈カポック>のスピンが見えてきました。ロ

ールゴールでも全艇の中程に位置しています。レース

2日目にはもう全艇の最後尾になると思っていたので，

全員大喜びで，スピントリムにも熱が入ります。今晩

あたりから少し天気が崩れて風が吹いてきそうです。

南東から吹いてきそうです。もう少し東に出ておきた

かったところです。夕方はとっておきのステーキを食

べ，スタミナを貯えておきます。夜，南東が吹き始め，

夜明けには南に回ってきました。順風のスピンランで

す。この風が吹き続き，航程が一気にのび始めました。

5月3日のロールゴールでは，潮岬の沖まで来てし

まいました。この風力3～4のスピンランでは，大型

艇が船足を延ばして差を広げていきます。レースが長

引いてくれたほうが，ハンディを多くもらえるくがめ

ら〉に有利なのですが，風は吹きっぱなしです。もう

一度ベタを期待していたところが，5月4日のロール

コールで，先頭の4，5隻のフィニッシュを知りビッ

クリです。何と，前日のロールゴールの位置よりみる

と，デイラン250マイル近く走っています。ちょっと

くがめら〉とは風力が違うようです。潮にも乗ったの

でしょう。〈サマーボーイ〉もフィニッシュしているの

で優勝でしょう。オーナー，クルーに，もはやくサマ

ーボーイ〉を逆転する望みのないことを話しましたが。

全員気落ちすることなく，最後まで全力をつくそうと，

特に4日中になんとかフィニッシュしようと頑張りま

した。

10.34メートルのブローがきたと思うと，2．3メート

ルに落ち込んだり，風向が90．ぐらいふれ回ります。

フィニッシュ1時間前，予定のゴールの後も，風は落

ち込み，北っ気になってきました。シーボニアのなつ

かしい灯をめざして，風を拾いながら，なんとか4日

中（23時20分頃？）にフィニッシュできました。

フィニッシュには多くの人が出迎えをしてくれまし

た。回航を手伝ってくれた者，オーナーの家族，コミ

ッティーの人達，シーボニアのヨット仲間，多くのフ

ラッシュと「お疲れ様」の声の中，最高のフィニッシ

ュ気分でした。成績のほうは，総合3位，クラス1位。

フィニッシュ近くのナギで，もう一歩のところを逃し

たようですが，まずまずの成績と全員次のレースにも

ファイトを燃やしています。初めての日本縦断レース

でもあるし，フィニッシュの函館では毛ガニを肴にお

いしいお酒が飲めたら.…･･と願っています。

垂
丁

＊

撮影：西村一広／提供：舵社

最小艇のハーフトナーで大健闘したくがめら>b
へ

▼ファイト満々のメンバー写真提供：朝河清

遮
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<白南風Ⅲ>艇長日記より

4月29日0900,南国的な多少刺激的な日差しの中，

スタート前の賑わいの中にも，いくらか気負った雰囲

気の感じられる那覇港岸壁。

我がく白南風〉にも，はるばる仙台から駆けつけた

美女3人を含む支援部隊を代表して，仙石七一リング

マスターの婚約者ふみえちゃんより，真紅のバラの花

束が手渡された。受けとったのは，一部からの非難を

完全に無視して，当然の権利と，艇長である私。さっ

そくこのためにあつらえたようなスターンのアンテナ

補強パイプに生けると，鮮やかなハルカラーの多い他

艇にひきくらべ，いささか色あせた感のあるく白南風〉

にはおあつらえむきのプレゼントとなった。

0930離岸。見送りの人達に答礼の旋回をしてバウを

港外に向ける。

今，まさにスタートラインにつこうとしているく白

南風Ⅲ〉に感無量。

〈白南風〉はMORCの洋上宴会場

昭和56年10月末，その頃く白南風Ⅲ〉は,(社)宮城

外洋帆走協会(MORC)の仲間達から，洋上宴会場，

浮かぶ四畳半などと呼ばれ，メンバーはとみれば，各

各他艇に乗ってレース活動している有様。20年前に初

めて東北の海にクルーザーを浮かべた伝統あるチーム

としては，誠に不遇の時代が続いていた。かつまた，

独身貴族を躯歌していた若手メンバーも，寄る年波に

は勝てず，雪崩をうって人生の墓場に突入するに及ん

でく白南風〉は完全に危機に瀕した。そこで，メンバ

ーを人生の裏街道に再びヒキズリモドスベ<く白南風

Ⅲ〉での沖縄レースとなったのである。

MORCのお祭り男達の“ワッショイ”の掛け声も華

ぱなし<，大作戦は開始された。

チームは時に30m/s以上の風の中でのオーバナイト

にヘド地獄を見たり，手渡された一杯の熱い茶を手袋

やブーツの上からかけて暖をとる吹雪のセーリングな

ど，条件の厳しい東北の海を一冬乗りこえたことは，

クルーにとっても艇にとっても最高のシェークダウン

となった。

当初，仕事や家庭の都合で，新中年の何人かは落ち

こぼれるだろう，との予想は見事にはずれ，彼らの意

気は上がる一方であった。多めに集めていたメンバー

から若手の数人を降ろしてでさえ13人という数になり，

この中から誰か一人でも降ろそうものなら，私は闇夜

には，外出できないことになる。

ここで今回のレースメンバー，12人の脅迫者と一人

の気弱な艇長を紹介します。

黄jll田喜蔵(32)･スキッパー，仙石孝義(33)・セー

(12)

‐

<白南風Ⅲ>スキッパー 黄川田喜蔵

リングマスター，伊藤博(32）・ナビゲーター，山家雅

夫(34）・セールトリマー，樫崎純一(33）・ヘルムス

我妻幸一(29）・ヘルムス，渡辺和雄(32）・セールトリ

マー，村井一郎(33）・コック・ミドルデッキ，福島浩

(31）・ミドルデッキ，井上馨(28）・ボースン，伊藤亮

(21)・フォアデッキ，宮本賢幸(20)･フォアデッキ，

管沢義行(31)･オペレーター。

以上の13名，平均年齢は30歳。油の乗り切ったと自称

するけれど，客観的にみると，体力の衰ろえを口先で

カバーする年代ということになる。，へ

くシンドバッド〉はイジメッ子

再び，4月29日1100,風向N,風速3～4m/s,ス

タートは上有利のポートスタート。本部艇寄りの混雑

を敬遠して，おとなしくあいている所から出ることを

確認し合うが……。バウ･ワッチのカオル君の指示で，

ポジ．ションタイミングをとることにする。いささか興

奮気味のカオル君，自艇ポートでありながら「スター

ボ」をかけ，相手艇に「おたく酔ってるの？」などと

言われ，前途多難。

スタート2分前にポートのデットラン，艇速lノッ

トで本部船の内側にもぐり込む。とたんに下後方から

「その船入れない./」の声とともにくシンドバッド〉

がスピードをつけながらラフしてくる。カオル君の｢ル

ームくれ｣の哀願も｢やらんよ－」の一声でけり，アッ

という間もなくはじきだされて，スタートは,〈シンド

バッド>，〈エピキュリアン〉のスターンを眺めながら

となる。

やはり三連覇をねらう艇の気迫はすごいものだとい

う結論に達する。 へ

スタート後，〈ビンド7〉が先頭をきっている。その

後をクラスⅡ，Ⅲの有力艇が追っている。少し出遅れ

たくローデム〉等数艇は，タックをして西に出してい

る様子。我が艇は，スピード第一で，艇をスくらせる

ことに専念する。

つや消しライトジェノアは魔法のセール

1200牧港沖通過。先頭集団に追いつく。ポジション

は全艇の風下。DOU42が風上より,<ナチ>,<風来坊>,

<白南風>と一直線に並ぶ。〈風来坊>は，ジブチェンジ，

<エピキュリアン〉とのラフィングマッチで徐々に遅れ

る。〈ナチ>にも滑り勝っているようだ。使い込んでシ

ミだらけ比lライトもステタものではない。

1320,数度のタックののち，残波岩を見ながら残波

岬をかわす。コース45度でくビンド>の後方％マイルで

続く。波がないこともあって，タッキングロスあまり

なし。
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本日の昼食は，タヌキうどんにオムレツ。食事中，

艇のわきを菓子パンの袋とみかんの皮が流れ去る。そ

れを目ざとく見つけた食当の亮,「<ビンド>の昼食は菓

子パンか，力もでないだろうに」なと・と全く根拠のな

い優越感にひたっている。

2300,霧のため視界不良。風力にムラはあるが，風

向は一応南で安定した様子で，艇速も4ノ･ノトに伸び

る。今まで確実に風上に位置して，我々を押さえて走

っていたくビンド〉が，ジャイブを繰りかえしながら

北に落として行く。どんな思惑があるだろう。我々は

今まで通りラムライン沿いをキープして走ることにす

る。

5月1日0240，喜界島通過。風力2～3，風向南，

村井氏より節水令がでる。どうも水タンクより漏水が

あるようだ。4時間ワッチで，6人にマグカップ2杯

のお茶，みかん1個ではさすがに苦しい。この夏みか

ん，平均して1個の中に12房入っていて誠に都合が良

かったが，夜間のワッチ中，ヘルムで手の離せない我

妻に，親切にも皮をむいて手渡そうとしたゴリが，

房を歯でかみ切りながら，チュウチュウと音をたてて

いる。「ゴリさん,皮をむいてもらうのはいいけど，た

のむから吸わないで－〃」と我妻。それにしてもか

わいそうなのはゴリである。村井氏の厳絡な食料管理

で，目は落ちくぼみ，ベルトの穴が2ポンリーフとな

り，スピントリムもままならぬ様子に，ついに仇名が

恐怖の人間クリート。国体ボートの優勝者も形無しで

ある。

亀の甲より年のコウ

1300,朝方260度方向にヨソトを認めていたが，ロー

ルコールにて，後方のヨット，〈ビンド>である可能性

大となり，一同狂喜。南組のくエピキュリアン>，〈シン

ドバッド〉の位置がかなり良い。しかし彼等は，我々

が回航時もっとも強く追潮を感じた（2ノット）地点

にさしかかっているようだ。〈白南風>は0.75リーチン

1700,伊江水道通過。ダッキングマッチで一時くエ

ピキュリアン〉にがっちり食いつかれたが，風上から

かぶせて何とかふりきる。スタートしてからこの間，

我々の見える範囲では，〈エピキュリアン>が一番良い

コースをひいているようだ。

期待した通りの大きな太陽が，西の空を茜色に染め

ながら，水平線に溶けるように沈んでいく。そのさま

を眺めていると思い出されるのは，海保のくとねかぜ〉

に曳航されながら，失望とくやしさのいりまじった気

持で眺めた4月16日の夕日だった。

不死鳥く白南風〉奇跡の復活

今回のレース出場のため，我々は4月14日に宮城県

塩釜港を出港,15日には野島岬沖南東30マイルまで達

していたが，折から通過していった低気圧により，

2000ラダー折祖，それに伴なうメインセールの破損に

より航行不能。翌16I11200に海保巡視船くひたち〉と

ミートし，銚子まで曳航されることとなったか､，残さ

れた日数と，事故の程度を考えると，レース出場は不

可能に近い状態であった。

ところが，ところがである。それから3日後の19日

1430には，新しいラダーと借り物のメンセールで，沖

縄目指して再出発と,信じられない展開をみせた。もち

ろんこの間，名古屋から駆けつけたくチタ〉の丹羽社

長や，花森さん，仙台から関さん，樫崎さん，ワッツ

の戸叶さんらの大奮闘があったことは言うまでもない。

ナニの毛はカームの特効薬？

4月29日2140，与論島灯台視認，2300頃より与論島

北にてカームにつかまる。

4月30日0030,気圧1018mb,メンセールを下ろして，

O5ライトスピンのみ展開するも，波にたたかれてな

かなかはまらず。とするうち「ダメ，ダメ，船回っち

ゃう」の声とともに，艇は180.回転，スピンをステー

にからんで潮の加減か南に向いて安定する。出るのは

溜息ばかり。

国分町の歩く性欲と呼ばれる村井氏，沖縄に来る前

に仙台の女友達数人からい‘ただいた，霊験あらたかと

称するナニの毛をお守り袋から3本ほどとり出し,スタ

ーンから飛ばす。しかし何だね，ちょっとおかしいよ。

風が欲しい時に飛ばすなんて聞いたことないし，まし

てバージンでなければダメだっていうじゃない。村井

さんの友人達をずっ－と見渡しても，どうもいそうも

ないね－。（望み薄）

4月30日0340,南よりの風吹き出す。風力l～2，

艇速3～4ノット,0.5スピンを上げてカーム脱出，

コースを60度に戻す｡「いや一きいたな－」と村井氏。一

同「ウーム？」

1300,与論の南に出した艇にもカームがあったかど

うか多少心配であったが，ロールコールでのヌーンポ

ジションでは，他艇の多くが我々の3マイル以内にい

ることになっている。しかし,〈ビンド>以外視認できな
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宮城外洋帆走協会から初参加で大健闘のく白南風〉

(13)撮影：西村－広／提供：舵社
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グスピンで，7ノット平均のスピードを維持している。

1340,長時間使用した0.75も変え頃と，仙石氏と協

議中，スピントリム中の山家氏より「前方から黒い雲

の塊が接近しているから，早目にした方がいいよ」と
の声あり。スピンチェンジ決定,1．5フルサイズをセ

ットさせるが，間に合わず，ボンという音とともに，
タックより50cmぐらいのところよりスピン飛ぶ。オー

ルハンズにてスピンを取り込み，シートハリヤードを

そのままつけかえて，1．5レギュラースピンを上げる。
その間5分弱，トラブル解消時間としてはまあまあの

線。やっと噂に聞く沖縄レースらしくなってきた｡「さ

すが山家さん，亀の甲より年のコウですね」と福島。
（ほめたつもりかねえ）

泣かないで，スピンハリヤード

1900,風強まり6～7m/s,艇速8ノット強，ブロ

ーのたびにマストがギギー，ギシギシと胸をしめつけ

るような音をたてはじめる。どうやらスピンハリが何

かと擦れている音らしいが，原因ははっきりせず。と

りあえずスピンをストームにチェンジして，ハリヤー
ドを点検してみる。やはりスナップシヤックルから20

cmぐらいのところでワイヤーがキンクしている。もう

一本のスピンハリも同じように鳴るところをみると，
回航中ほとんど使用しなかったスピンシーブに，塩か

サビがかんでいるのだろう。夜間であることと，波も

悪くなってきていることから，マスト登りは明朝と決定。

宮本，自作の歌「泣かないで，スピンハリヤード」
なる歌を捧げる。

2230,気象通報によれば，九州西方，沖繩西方に，

小規模ながら低気圧発生。

5月2日0001,カオルの誕生日。今航海たった一本

積み込んだ缶ビールの水割りをシャンペンがわりにし

てカンパイ。ハッピーバースデーカオルの歌を全員で歌

って祝福する。カオル君には忘れられないミッドナイ

トバースデーになるだろう。

0800,宮本マストに登り，スピンシーブ点検修理。

やはりサビがかんでいたとのこと。ギシギシという音

ごくわずかとなる。スピンハリも痛んだ場所よりカッ

トし，ワイヤーコースとクリップで応急修理完了。

気合いの4日目？根性の5日目

1300,ロールコールによるとくビンド〉が四国沖に

おり，〈ナチ>とともに潮を利用しての北上コースとな

った。

各艇とも,200マイルラン。我々だけ走っているのでは

ない。（しごく当然）

1200,ワッチ交代。カオル君「さあ〃気合いの4日

目ガンバルゾー」といってコックピットに出てくる。

「カオル，波が悪いから気合いで引けよ」に「承知，
承知」と国鉄マンとして模範的応答。

1400,風S寄りに変化しはじめる。風力は4ぐらい

であるが，波が悪く，ブローチング。「ダメダメ，スピ

ン下ろした方がいい」全員無視する。「しらないよ俺，

スピン破いてもしらないよ」全く艇より先に口の方が

ブローチングしている。

再度のブローチングの後，ワイルド気味になるに及

んで，「ダメ俺引けない，離すよ，舵離す〃」の泣きが

入って，スピンラン断念。NQlヘビーの観音となる。

気合いの4日目は美事に気合抜けの1日となってし

まった。明日のロールコールが恐しい。

1530,前線の影響か小雨が降り出す。オフワッチの

連中が，ナベやマグカップを持ち出して雨水を受ける

が，溜まるまもなく飲み干す。ワッチの連中はそれを

眺めるのみ。冷静な仙石ワッチキャプテンがメンのフ

ットローチにたまった雨水を飲みだすと，スピントリ

マーはロッドステーを，ウインチマンはウインチハン

ドルを，ヘルムスマンがステアリングホイールについ

た水滴をなめまわすに至っては，半分冗談とはいえ，

艇上まさに地獄。

1900,ランナーのデッドアイにより，メインセール

のラフに穴があいているのを発見。メンを下ろして応

急修理。この間30分，発見者の人間クリート氏に，干
し芋一袋が与えられた。

5月3H1148,ナビより天測での位置が推測位置よ

り東南東に20Mほと・はずれているとの報告あり，予想

以上の潮があったようだ。そく，ジャイブして40度で

銭州の西を通るコースへと変更する。

1300,ロールコールにてくエピキュリアン〉に先行

されたことを確認。当然といえば当然だがいささかシ

ョック。ラムを走る我々の後続艇くローデム〉やくサ

マーボーイ〉等が差をつめている。黒潮_上にありなが

らくビンド〉はさほど航程をかせいでいない。全員に

もう一度気合いをいれなおす。

1330頃，流木によってスピードメーターのセンサーが

破損。ログメーターも使用不能となる。曇り空という

こともあって,DFだけがたよりではナビも頭が痛いこ

とだろう。

1200,風が次第に力を増し，風速計で20～28ノット

をキープしはじめる。セールはストームスピンから，
ジェノアとメンの観音とするが，それでも艇速は10ノ

ット以上と思われる。

5月4日0130,神津島の灯台を確認出きないまま，

コース20度で本船航路に入る｡DF極めて不安定で，位
置確認できず。本船の中にはく白南風〉を難破船と見

まちがえたのか，コースをはずして接近してくる船も

あり，海の男の仁義はありがたいと思うけれど，こち
らはその度に冷汗である。

位置確認のため，伊豆半島に寄せることにする。距

離的には多少損をするが，こうなっては仕方がない。

0430，御前崎灯台，石廊崎灯台確認。ジヤイブして

コース65度となる。

0530,神子元島灯台を通過する。

0600,〈ビンド>と名古屋保安の交信傍受。ラダー折

損とのこと。回航途中同じような事故にあっている我

０
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我としては，入ごとでない感じで，無線に耳を傾ける。

シーボニアの水は甘いかショッパイか

大島の北にとりつく頃には，2日ぶりに晴れ上がっ

た空に，海鳥達が舞い，それでも風だけは衰えず，波

を追い込すほどの豪快なプレーニングに，しぶきは光

のシャワーとなって後方に飛び去る。

沖縄レースのフィニッシュを飾るにふさわしい海況

になった。

0800,海面に流れる数個のオレンジに，先行艇のあ

ることを予感するうち，〈エピキュリアン>から三崎ヨ

ットにフィニッシュ1時間前のコールがある。続いて

くサマーボーイ>。この時点で我々は，フィニッシュま

で2時間半の航程を残している。前日までリードして

いたくサマーーボーイ〉にまで逆転されたことで，多少

落胆はしたものの，我々は出来る精一杯の七一リング

をしたことで，いささかも悔いはない。とにかくフィ

ニッシュラインを切るまではと，話し合う。

5月4日10時27分58秒，小網代湾口に設けられたフ

ィニッシュラインをくエピキュリアン>，〈サマーボー

イ〉に続いてクロス。

終わってしまえば何ともあっけなく，セールを下ろ

してシーボニアに入るまで，皆同じように言葉少なく，

ほうけたようになっている。シーボニアの入口に笑顔

で手をふる大儀見さん，村井夫人と娘の藤子ちゃん，

樫崎夫人をみつけると，不思議なもので，あこがれの

沖縄レースを走りきった満足感が体の中から沸きあが

ってくる。

用意して置いてくれたビールをかけあったり，海に

飛び込んだり，ファーストホームしたわけでもなく，

ましてや総合など及びもつかない我々のこのバカ騒ぎ。

事情を知らない人達には，きっとあほらしく見えたこ

とだろう。しかし，レース中はもちろん，半年の準備

の間，一人一人の頑張りを一番よく知っているのが我

我自身だとすると，このような形でのお互いへの限り

ない祝福は，やはり一番うれしいものであった。この

手荒なエールの交換によって，我々の沖縄レースも幕

をとじたのである。

現在私は，回航を含めレースに費した20日間の穴う

めに懸命ですが，とき折り思い出すレースシーンに，

一瞬のブローの色さえも思い出せるような気がします。

中央のレースに参加するのはなかなか大変ですが，何

かの折に御一緒するかも知れません。その節には，皆
さんどうかお手やわらかに。

１
１

ニミ

ー

沖 縄～東京レース事故報告

エンジンにて離礁を試みたが不可能。

1015海上保安庁へ救助を依頼すると同時に,15kgア
ンカーを投錨し，艇の固定を行った。この頃より，艇
底キールのボルト部分がはずれ，径30cmの破損部分よ
り浸水がはげしくなる。

102Oすでに艇内の水位はかなり上がってきているた

め，ライフラフトに全員移乗，離船を行った。

1100海上保安庁船くげっとう〉到着。ライフラフト

<マヤⅡ〉

瀬戸ロ智彦<マヤⅡ〉オーナー

ナガンヌ島沖挫礁について

本艇くマヤⅡ〉は沖縄～東京レースのためのチュー

ニングのため，昭和57年4月28日0800那覇港を出港。

港内機走

0820港外0.5Mにてコンパスコース280.にてクロー

ズホールド，スターボータックにて帆走開始。

0930神山島沖リーフを北方に視認。さらにくローデ
ム〉を右舷・風上に視認して280°のコンパスコースで

スターボータックを保持。

0950ナガンヌ島沖リーフを右舷・風上に視認して通

過（この際波高が増強したため，リーフ沖を通過した

ものと確認して)。

コンパスコース280｡を保持し，帆走を続ける。この

頃,<つばくろ〉を右舷・風上に視認しました。この直

後，スターボーよりポートヘタッキングし，さらにベ

アして，先のくつばくろ〉の針路と同じコースをとる。

1000スピンランで帰路についたとたん，ナガンヌ島

南端沖のリーフ上へ挫礁。ただちにセールダウンし，

I
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ハルのフィンキールは完全にはずれ，リーフ内に陥入している

(15)撮影：添畑薫／提供：舵社



昭和57年7月15日第88号 ○FFSHORE昭和52年7月2,日第三”便物認可

ともに全員救助される。 おわび申し上げます。

一方，〈安幸丸>にて船体の離礁の可非を確かめにナまた，〈マヤⅡ〉を最初から最後まで見守って下さっ

ガンヌ島沖リーフへ救助隊は行ったが，〈マヤ>Ⅱ世のたくつばくろ〉の皆様，また，本艇の救助に協力して

船体は，マストは折れ，かろうじて水面上に顔を出しいただいた那覇港釣仕立船組合の皆様に深く感謝しま

ている状態であり，離礁不可能と判断し，帰港しましす。

た。

次に簡単ながら挫礁までの経過を図示します。

<VIND7>神山島

ナガンヌ島〆一､、

《01<vIND7>クルー芳賀治一〆 、

〃

／ 、
、

、－－〆〃、

I o}_
ノ》〃、 ラダー折損事故について、 ，‘。；、

"一吋穂〃、､--／”事縦…下田')"""30M…≦て嵩-1、
第6回沖縄～東京レース参加中，ラダーシャフト折

6や“｡。、｡|,,WL識者こ欝蝋僻無職識
断念し，最終的には自力にて，下田港へ全員無事入港

⑤クローズ
0950⑥クローズど，多くの方々の援助に厚く御礼申し上げますととも

に，全員ケガもなく，無事であったことに大変感謝し

ております。

最後にNORC本部レースゴミッティーの皆様をはじ以下に述べる報告が一人でも多くのヨット仲間の方

め多くの皆様に大変ご迷惑をかけたことをここに深く方に，このような事故に遭った時の対処の仕方の参考

ファーストホームの可能性もあったのに．．…残念な<VIND7>撮影：西村一広／提供：舵社

(16)
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に，また，是非各艇においてラダートラブルがおきた

場合の問題点を討議していただきたく，筆を執った次

第です。

〈概況〉

事故発生年月日：5月4日0530頃

場所：下田南西約30M34｡10'N188｡30'E

天候及び海象：快晴風向SW風速20～24ノット

波高l～2m

乗員：小林義彦（オーナー，スキッパー）マルピータ

ーセン，川島正通，芳賀治一，青山真，渡辺勝

治郎，中村一志，北崎敦，占部裕，榊雄助，荒

井和昌

く事故経緯〉

0520フルメイン，ストームスピンでクォータリー

にて快走していたが,0530頃，風速がやや落ちはじめ，

1.5オンス，フルサイズスピンへチェンジした。この

スピンチェンジ直後，ウエザーヘルムを押えるべく舵

をきったところ，ラダーシャフトがデッキ面より約15cm

のところで折れ，この状態にてブローチングした。

この時，小林オーナーと私はチャートテーブルにて

コースの打ち合わせをしており，シャフト折損をいち

早く目撃した。

折れたシャフトは図lの通りコネクテイングロッド

でラットとつながれてはいるが，上部の支えがなくな

ったため，左右に大きく暴れ，シャフトケースも破壊

された。これと同時にシャフトが約15cmほど下方向へ

移動したため，シャフトと船体との間に空間ができ，

ここから約10β～15'/分の浸水が始まった。また、

シャフトケースもかなりのダメージを受け，いつラダ

ーが流失するかわからない状況であった。もしラダー

が流出した場合には，船体の約30cm径のラダーシャフ

ト受口より，現状況の数倍の浸水があることが想定さ

れた。

これらの状況判断の上，まず<VIND7>の位置を

連絡すべ<無線にて三崎ヨットを呼び出したが応答な

く，下田保安を呼び出したところ，名古屋保安より応

答があり，これ以後は名古屋保安と連絡を取り合った

無線連絡の内容は下記の通り

○浸水状況

○船の現在位置，風向，風速

○船首方向及びスピード

○スキッパー，氏名，住所

○乗員名

この報告後，浸水，ラダー流出の危険ありの判断の

基に，巡視船の救助を要請したところ，約2時間後に

巡視船く駿河〉が現場に到着できるとの連絡を受けた。

応急処置手順

①スピン回収と同時に全員ライフジャケット着用

②メインを1ポイントリーフし，スピンステースル

をセットし，この2枚のセールバランスにより針路

を下田へ向ける。

③ライフラフトをデッキにセット

④破損したシャフトケースに毛布を巻きつけ，シー

トにて縛りあげ，左右の暴れを防いだ。

⑤移動可能な重量物をすべてバウヘ移動し，船体を

バウトリムにした。ここまでの処置の結果，浸水量

は半減（52／分）した。

（
）

図 2

応急ラダーセットの手順

応急ラダーをスピンポールヘUボルトにてセット

②メインハリにて図のようにラットをカワして吊り上

げる

③ポールェンドより左右にシートを取り，ジブデッキ

ブロック通しウインチへリードする

④後方はｽﾀー ﾝパﾙピｯﾄへ毛布を巻いた上でw
シートで固定する

⑤ポールエンド金具へボートフック等の棒状のものを

さし込み，舵板を垂直に保つさし込み夕堅

図1

ラダーシャフトにきついテーパーがあり，ラダーが約

15cm下がったためにシャフト入口にガタが生じ，ここ

より浸水した。

Aの径→30cm,Bの径→20cm

フ
｜
卜

ハ折損

K

幻
？

ダーシャフト

ー ス 破 損片

A
4５コネクテ

ロー ド

↓
約15αⅦ

下がっズ

(17)
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が重要です。また，二次災害を防ぐ意味でも予想され

る事態を考え，準備することが必要です。最後に，応

急ラダーのテストを各艇においてテストされることを

提言致します。(<VlND7>では，応急ラダーのみで

は舵をとることはできませんでした)。もちろんこの種

のトラブルは未然に防がなければなりません。皆さん

も今一度再確認の意味で自艇のラダー，ラダーシャフ

トを点検してみていただきたく思います。

この報告が皆さんの討議の中で少しでも参考になれ

ば幸いです。そしてこの誌面をお借りして，事故の際

の皆様の援助に重ねてお礼を申し上げます。ありがと

うございました。

⑥国際信号旗D旗（操縦不自由船）をスピンボール

リフトにてマスト中間へ掲揚。このD旗により，本

船はすべて風上方向へ<VlND7>を避けて航行し

ていった。

⑦ラダー流出を想定し，チャートテーブル後方のバ

ルクヘッド内へスピン,毛布等を押し込み,浸水への

準備をした。

⑧応急ラダーセット：この応急ラダーと②のセール

にて帆走したが，ウエザーヘルムが強く，このラダ

ーでは押えきれず，数回タックしてしまい，針路を

保つことができないため，メイン，ステースルとも、

にダウンする。

⑨デッキ面をチェックし，ロープが揺れていないこ

とを確認し，エンジン始動。この際，ストームジブ

をスパンカー用としてあげた。このスパンカーと応

急ラダーにより保針性は著しく向上し，風下方向で

ある下田へは，コネクティングロッドのみで支えら

れている舵でどうにか航行できそうである。エンジ

ンの回転数を変化することにより，一番保針がしや

すいスピードが4ノットであることがわかり，これ

以後は4ノットにて下田に向かった。

⑩0730頃，後方を帆走中のくサシバ〉を確認。巡視

船く駿河〉の到着までの間，約1時間ほどワッチを

依頼した。

⑪巡視船に曳航される際の準備

⑫0830頃，巡視船を視認。無線にて自力で下田港へ

の入港を希望し，ラダー流失のおそれがあることか

ら入港までのワッチを依頼した。

⑬1400〈駿河〉のワッチ下のもとに全員無事下田港

へ入港した。この間0530より全員でバケツリレーの

ビルジポンプにて海水をくみ出したことはもちろん

である。

〈原因〉

構造（カーボンシャフト）が特殊であり，材料疲労

によるものと思われるが，現在のところ結論はでてい

ない。

〈対策〉

カーボンシャフトに金属パイプをかぶせる方法にて

検討中。

へ

沖縄報告

「映画と講演会」

沖縄支部長城間祥行

今回の沖縄～東京レースは,10周年，第6回のレー

スであるばかりでなく，ちょうど沖縄の日本本土復帰

10周年記念ということもあって，沖縄県にも復帰記念

事業の一環として取り上げてもらいましたが，今年の

沖縄～東京レースは私達沖縄側の関係者にとっても，

支部結成後最初のレースで，意義深いレースでした。

レースを10日後に控えた4月19日,NORC本部か

ら電話があり，今回のレースの機会を利用して「海事

思想普及のための映画と講演会」を開きたいから準備

するようにという依頼がありました。海事思想普及と

いえばヨット人口の増加につながることであり，昨年

の夏は私達沖縄支部でも，やはり海事思想普及活動の

一つとして，外洋ヨット（クルーザー)の試乗会を一般

に呼びかけたところ，大変好評であったという経験が

ありました。また，沖縄県は昭和62年に国体を開催し

ますので，それまでにヨット人口をもっとふやして，

IEI体に於ては海洋県として是非ともヨット競技でよい

成績をあげたい，というのが私たち沖縄のヨットマン

の念願でもありますので，ヨットを理解させる活動や

ヨット人口をふやす手段であれば，そのような機会は

多い方がよいわけで，今回の「映画と講演会」につい

ては観客動員にいささか不安はありましたが早速準備

にとりかかることにしました。

会場となるホールの交渉と予約，新聞への広告依頼，

ビラの作成など，ひと通りの準備はやりましたが，果

たして観客が来てくれるかどうか，レースの準備に追

われながらも「映画と講演」の方が心配で気がかりで

した。レースの朝も手わけして泊地の岸壁に来ている

万里

〈まとめ〉

今l''lの事故は幸いにも|ﾘlけﾉﾉの事故であり，また，

気象・海象にも恵まれた中でのことであり，スキッパ

ー以下全員冷静な行動をとることができました。しか

し夜の事故であったらどうしたか，ラダーが流失した

らどうしたか，なと・など色々の状況を想定して各艇，

各クルーの間で話し合っていただきたいと思います。

<VlND7>は不幸にもこの事故を起こしましたが，

応急の処置としてはベストを尽くしたと思います。こ

の種の事故の際は何よりもまず冷静な状況判断と行動

が必要であり，決してあわてることなく行動すること

劇f…

髭
§
：
動
§
１
淫
〆
回
》
垂
唾
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ヨットファンの人たちにビラをくばりました。あわた

だしいなかにレースのスタート。レースについては別

に書かれるでしょうからここには書きませんが，レー

スのスタートが終わっても，私たちの仕事は終わって

おりません。

会場となる三和ホールで，今岡さん，歌田さん，岡
芹さんと落ち合いました。定刻の3時前になっても観

客の姿はポツンポツンです。子供さんを連れて来た若

いお母さんに，今日の集まりをどうして知ったのかと

たずねましたところ，主人がヨットに興味があります

のでとの返事。やはり興味のある人は来るのだな－，

興味のある人しか来ないのだな－，とあたり前のこ

とに気がついて，宣伝が足りなかったのではないかと

今になって反省させられたりしました。

名にしおう沖縄タイム，大抵の会合は遅れるのが常

識と諦観していても，余り大幅の遅れではみっともな

いので3時30分に映写をはじめました。観客の動員数

は，当初まあ100人も集まればよい方だろう，との今

岡さんのお話でしたが，当日の実績は残念ながら目標

の1/3弱というところでした。

映画は石原裕次郎主演の｢燃える英仏海峡｣。ヨット

好きの野郎にとってはこたえられないｼｰﾝが山ほど

出てくる。どうしてこんなすばらしい映画を，しかも

ダダだというのに沖縄のヨット野郎たちは見に来ない

のだと，腹が立ってくる。

映画が終わって大儀見副会長の世界の外洋ヨットレ

ースの話と，シドニー～ホバートの帰りに沖縄に寄って，

日本でも世界的な外洋レースを作ろうと計画した，沖
縄～東京レース発足までの苦心談など，こちらも沖縄

のヨットマンたちに是非聞かせたかった話ばかり。

終わってみると反省させられることばかりが多いが，
後日，沖縄の関係者で集まって反省会をした時の意見
でも，せっかくの映画や講演を多くの人たちに視聴し

てもらうためには，場所，時間，方法など，もっと検

討した方がよいのではないかとの意見が出ました。

例えば，泊地の岩壁で夜間の野外映写大会をやれば，
沖縄の人たちばかりでなく，レース関係のクルーたち
も見られるだろうし，お互いの友情交換にも役立つの

ではないか。また，観客動員という点では，やはり試

乗会と組み合わせた方がよいのではないかなど，貴重
な意見が出されました。

今回の試みは決して成功だったとは言えませんが，
次回の同種の催しや行事については大変参考になった

と思います。次からは是非成功させたいものです。

最後に，大儀見さん，歌田さん，今岡さん，岡芹さ

ん，その他関係者の皆さん，御苦労様でした。有難う
ございました。

（
一

1982年震

第4回ミ
度全 ﾖ本クラス別選手権及び

トン全日本選 手 権 の ご 案

臼 RC帆走委員長NOR

回
、
、
『 内二二 市俊武

秘

例年行われてきました全日本レベルウイークも昨今

は参加艇も少なく，昨年ロングオフショア不成立とい

う不本意な結果に終わりました｡IORレーティングを

もった艇もあまり多くなく，最近建造の艇もレーティ

ングを意識せず造られている現状をかんがみ，レース

参加艇を増やす意味から，本年はミニトン以外はJOR

を採用し，下記クラス分けによりTCFシステムにより

東海水域で行うことにしましたので多数ご参加下さい

レース要項

担当NORC東海支部及び日本ミニトン協会

参加の資格NORC外洋レース規則第4条による。ミ

ニトンクラスは'1本ミニトン協会会員

レース海面スタート及びフィニッシュは幡豆沖とす

る。

参加申込先8月15日締切。NORC東海支部事務局

参加費用各クラス20,000円

安全規則Aクラス…ORC－2,NORC-Aに合格し
た艇

その他のクラス…ORC－3,NORC-B

以上に合格した艇

ミニトンクラス･･･ORC-4,NORC-C

に合格した艇

各クラス分けAクラス･･･26.0以上

Bクラス…23.3～25.9

Cクラス･･･20.3～23,2

Dクラス…16．6～20.2

ミニトンクラス･･･16.5以下

レース1]程10月2日(士)艇長会議。3日（日）オリン

ピックコース。4日（月）オリンピックコ

ース。5，6（火，水）ショートオフショ

アレース，7日(木)スペアーデー。7日

夕方または8FI早朝ロングオフショアレ

ーススタート｡l1R(月）表彰式及びパー

ティー

連絡先〒460名古屋市中区丸の内3-21-21チサ

ンマンション丸の内第五一902号

（社)日本外洋帆走協会東海支部

TEL(052)971-5835

八丈島レースのコース変更について

本部拙当レースの八丈島レースとクラス別選手権レ

ースの日程がかさなりますので，本年は八丈島レース

も東海水域をスタート及びフイニッシュに変更し，ク

ラス別選手権のAクラスロングオフショアレースを兼

ねて行います。スタート時間が変更になる可能性があ

りますのでご注意下さい。詳細については東海支部ま

たは本部にお問い合わせ下さい。

須邑
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IOR(1982)
partXスタンダードハル寸法

partXⅢワンデザイン(クラス)のレーティング

AppendixⅡ簡易計測ルール

1)ORCの意図

過去10数年間,ORCを中心にして急速に成長を続け

てきた国際外洋ヨットは，ここへきて，技術の面で安

定成長の時代に入ったように思われます。

1980年11月のORCで設定されたNewMarkmAルー

ルがよく機能した結果，昨年11月のORCでは1件のル

ール改正もありませんでした。ルールのループホール

をねらう利口なデザイナー達と，ルールの立案者,ITC

との激しかった攻防戦は一段落し，これからは，比類

のないスポーツである外洋ヨットレースを一層安全に，

公平に，効率よく楽しむためのルールとレースの管理

システムの充実が,ORCの大きなテーマになるものと

思われます。

ヨットの船体，帆装に関する技術は，最近の各方面

の先端技術を取り込んで進歩し，高性能のクルージン

グヨットの時代が始まりました。これらのヨットは，

FRPのプロダクションヨットが主流で，それぞれのモ

デルは，クラスとしてのねらいは様々違っていても，

共通点は廉価で高性能であることです。しかも品質の

不備やバラツキが少なく，本質的には全く同じ艇が生

産されるので，クラス組織が作りやすく，クラス活動

によって外洋ヨットの楽しみは倍加します。

ORCはこういう動きを推進するために,Standard

HullDimenSiOnsのルールを決め,Standardratingク

ラスの誕生を奨励してきましたが,世界的にStandard

化が進むに従って，各国から，もっと簡便で安上がり

で，しかも公平にIOR艇と一緒に走れる簡易計測ルー

ルの提案と要望が出され，今年からSMRとして実施さ

れることになりました。

SMRもスタンダードハル寸法が出発点ですから，同

一モールドで生産された4～10隻のプロダクション艇

のIOR完全計測値がベースになります。

NORCのIOR及びJOR登録艇をしらべてみますと4

隻以上の登録艇を持つクラスが約20艇種あり，全体の

隻数の半分を占めています。このクラスはSMRを適用

することは可能ですが，3隻以下のクラスもプロダク

ション艇が大部分ですので,NORCの登録艇のメンバ

ーがNORC外のオーナーに呼びかけて，安い費用でS

MRレーティングを取得するようにすれば,NORCに入

技術委員長渡辺修治

ってくるのではないかと思います。

（登録3艇以下の例:Papion26,Peterson26,Ecume

deMer,N260,N240,Ocean23,Yamaha26,25,24,

Vacance,Passatore,Pionetc.)

2）スタンダードハル寸法

1003スタンダード化すべき寸法(FIG1)

LBG,FGO,AGO,Y

BA,BAI,VHA,VHAI,BNA,BHAI,GSDA

BF,BFI,GSDF

B,BMAX,SBMAX

OMD,MD,CMD,FD

(FAS,FAIS,FFDS,FFIS,FFS,DMS,PDS

……Datumlineから）

1004スタンダードヨットの計測

1．LOA,FGS,AGSのチェック

2．プロペラのチェック（スタンダード？）

3．リグ，セール計測（全計測）

4．傾斜試験(CGF)

5.BWL

6．FFM,FAM

(20)

3)SMR

SO4計測データ

1．個々のヨットについての計測

a)FFM,FAM

b)セール,ISP,SMW,SL,SPL,E,P,BAS,

LPG,J,FSP

2．クラス毎にスタンダード化すべきもの

a)スタンダードハル

b)セール(FIG2参照）

c)エンジンプロペラ

3.BWL,CGF

4～10隻のサンプルヨットの平均値からBWL,

TRを決定する。

S O 7 ク ラ ス ル ー ル

FFM,FAMに上下のリミットを設け，そのリミット

内のヨットに対してのみSMRレーティングを与える。

へ

へ
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FIG2リグ，セール計測

SMR計測 |ORpenaltyに入らないことがはっきりしている場合

計測せず，インプットO-0とするアイテム

HePhtofSpinHaly

Spinmaxwidth

SpinLuf/LeeChl

Spinpolelen9th

FootofMainS.

HoistofMainS.

Boomaboveshecrline
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「
－ 寄せられてきました。特に水上生活者にとっては海の

守り神として，新艇建造の度に多度津の港より参拝の

足跡が延々と印されているそうです｡それにしてもな

にゆえにそんな高い所にお宮さんをお作りになったの

でしょう。勇敢なるヨットマンもなぜか階段には弱い

ようですヨ。疲れた足をうどん屋さんで休め，宮をあ
とにしました。

そしてその夜，お世話になった権宮司様方に感謝の

気持ちを込めて，夕食に御招待することになりました。

恐れおおい紫袴を脱がれた権宮司様は，皆が目を見は

るほと叡の変身ぶり。綿パン姿，活発な庶民の仲間，二
児の父へと変貌なさったのには驚きでした。

各艇の水上生活ぶりをじっくりと見て頂きました。

ヨットのこととなればこっちのもの。皆さん鼻高々に

自艇の自慢話に花を咲かせました。私達も自慢を．.”..。

「小回りがきいて，操船が楽なんですよ｣。「ほお，か
わいいヨットですね。どこで寝るんですか？」。「人間

眠ろうと思ったらどんな所でも寝られるもんですヨ，
ワッノ、ハ」。

天霧さんにお世話になりついでにクラブハウスもお

借りしまして，スキヤキパーティーとしゃれこみまし

た。大なべ，紙コップの難民キャンプのごときもので

したが，とても喜んで頂きました。

翌朝は申し分なしの晴天，順風で，別れを惜しみつ

それぞれ帰路に着きました。西風を受け，追っ手で突

っ走るヨットは平均時速8ノットoラダーを持つ手に

は青筋が立っていましたが，ホームポートの姫路に着

いたのは，予定時間を5時間も早めたものでした。早

そうに下された神の御加護に皆で感謝感激です。後日

聞いたところ，西へ向かったヨットは大変だったそう

ですねエ.．…．。

以上，取りとめもない回想でしたが，いろいろな方

がたのお世話で無事に楽しく終えましたことをとても

うれしく思います。ありがとうございましたo

内海だより’

内海支部ランデブー記

妹尾達樹

毎年恒例のNORC内海支部ランデブーが，去る5
月3日に行われました。本年は，日本の誇る､讃岐の

こんぴらさん，，への参拝が実現しました。

瀬戸内界隈の，自称名艇と名のる10艇(<ミネルバ〉

Ⅲ世，〈オノコロ丸>，〈千世〉Ⅲ世，〈ガラテヤ>，〈シ

エラザード>,<南冥>,<春一番>,〈日の丸>〕が,思い思い

のルートにて，昔ながらの魚港，多度津港に集合しま

した。2日続きの雨と霧の中を航海した全艇が，太陽

を見つけては，ライフライン，ブームを物干竿代わり

に虫干ししている有様はやはり.….．ご存知難民船。

それにしても30～40フィート級のヨットの間にだか

れる愛艇く日ノ丸>(バーバリアン24)が何と可燐に見え
たことでしょう。

前夜祭は，多度津ヨットクラブの会長をされている

く天霧>のオーナー氏家さん，そして若きクルーの方々

のお世話にて行われました。

そして3日午前10時，バスをチャーターし，総勢40

名が“こんぴらさん”へ向け出発しました。雨の中と

はいえ，建国記念日のこの日は，かなりの参拝客でに

ぎわっていました。御祈稀を頂いた後，近代的な社務

所でパーティーが行われ，権宮司様他の方々の手厚

い御接待をお受けしました。

国立公園，名勝，天然記念物としての景勝地でもあ

る，瀬戸内を臨むこの地に立てられた金刀比羅宮は，
明治までは金毘羅大権現といい，全国的な大衆信仰を

…

（
一

餌、

蕊

③●
刃
〃
）
》
今

“
一

▲△

地元く天霧〉のクルーの皆様（左上）

金刀比羅宮社務所で開かれた素晴らしいパーティー（左下）

宴の始めにあいさつをする秋田内海支部長（右上）



I第3回パンナム・クリッパーカップ・シリーズへの
ナショナルチーム派遣について国際委員会

来たる8月7[1～22｢1まで，ハワイ諸島において

行われる第311'1パンナムクリッパーカップシリーズ

にルール上許されている，各チーム3隻ずつによる

3チームを選定すべ<，関係各位と慎重協議の上，

選考対象レースの成績等を考慮して，下記の如く3

チームをナショナルチームとして選定することを決

定いたしました。

ブル ーチーム

<TOGOVI>,<KOTERUTERU>,<雲柱〉

ホワイトチーム

〈月光V>,<BIGAPPLE>,<KAZU>

レッドチーム

<TSUBAKURO>,<LAZYALBATOROSS>,

<SUNBIRDV>

NORCクラブチーム

〈とびうめ>,<KAZU>,<摩利支天〉

鯉

｢国連平和賞｣の受賞
琴慰 零一

ﾐｭ翰簿．
雷A

このたび㈱日本船舶振興会・笹川良一会長は，

国連のデクエヤル事務総長より，「国連及び諸機

関の人道的活動，人類の苦悩の軽減に貢献した」

として，国連平和賞（正式名称：国連ピースメダ

ル）を授与されました。

この賞は平和の推進に際立った功績のあった各

界の人に，事務総長が感謝の意を表するため贈る

もので，5月7日，ジュネーブで開催されていた

世界保健機関(WHO)の年次総会の席でマーラー

WHO事務局長から直接手渡されました。

WHOは，人類の強敵であった天然痘根絶作戦

を展開してきましたが,1980年5月8日，その根

絶を宣言しました。この天然痘根絶作戦及びハン

セン氏病撲滅のための特別プロジェクトに対し，

当会会長が果たした役割が評価されたものであり

ます。

（
一ﾙ蕊

『：、蝦熱
F

＝
ー

、画

邸
1ー

－‐且呼■、

国連平和賞を受ける笹川良一氏

§域

に訴えた。今ようやく国連平和賞という形で私の

訴えが認められた。まことに感慨深く思っている；

◇

なお，伽日本船舶振興会・笹川良一会長は，こ

れまで国連を中心として世界各国に海外協力援助

金として約260億円以上寄付してきました。

※

1982年4月30日

財団法人日本船舶振興会会長

笹川良一殿

私は，貴殿が国際理解の促進ならびに人間の尊

厳高揚をめざす国際連合の諸活動に示されてきた

多大な御協力に対し，心からの感謝を表すもので

あります。

貴殿は，国連諸機関の人道主義的活動に極めて

貴重な援助を与え，さらに人類の苦悩軽減に，も

っとも意義深い協力援助をしてこられました。貴

殿の貢献と寛大な態度は，特に開発途上国におけ

る何百万人の病気に苦しむ人々を救済しました。

貴殿は，さらに国連機構の目的達成に資する世論

高揚に尽力されました。

全人類を貧困，病気そして不公平から解放しよ

うとする貴殿の献身的努力を認め，ここに国連平

和賞を授与することは，私の最大の喜びでありま

す。

国連事務総長

ハ ビ エ ル ； ペ レ ス ・ デ ク エ ヤ ル

◇

笹川会長は帰国後，関係団体幹部職員を集め，

今回の「国連平和賞」受賞の意義などについて，

およそ次のように語った。

、国連平和賞はこれまで岸，福田両元首相がもら

っている。私の場合は，病苦,貧困との戦い(天然

痘根絶）に貢献したのを高く評価してくれたもの

と思う。特にデクエヤル事務総長から今回のよう

な深い内容の感謝状を頂いたのは，私が初めて

である。そのような私の活動を与えてくれたのは，

モーターボートのファンの皆様が舟券を買って下

さったからであり，受賞の喜びはファンの皆様と

わかちあうべきだと考える。

さらにまた，この｢平和賞｣は，私が会長をつと

める多数の関係団体，千数百万会員の総代として

受けとったものである。

私は去る36年前,A級戦犯容疑者として巣鴨に

獄中生活を送った。その際，トルーマン大統領，

マッカーサー元帥に書簡を送り，「人類を戦禍か

ら守るために軍備を全廃すべきだ」と世界で最初

へ

(24）
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第二回黒船カップヨットレース成績表
(57.5.15)

第二回黒船カツプオープンヨットレース成績表

(57．5．16下田～トヨ根～神子元島～下田）
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’ 象庁からのお知らせ
一

ヌ1

気象庁では6月から台風中心の進路予報の表示方法

が変わりました。今までは中,L､の予報位置が円弧で示

され，台風の中心がこの円弧上のと、こかにやってくる

という表現でした。これでは台風の進む速さについて

の予報の誤差がないかのような印象を与えます。

新しい表示方法では，中心の最も確からしい予報位

置を点(×印)で示します。そしてさらに，その予報に

伴うと考えられる誤差の範囲を円によって示します。
新しい表示方法の内容

●12時間後や24時間後の台風中心の予報位置を×印で

表します。これは，台風中心のもっとも確からしい

予報位置です。

●この「もっとも確からしい予報位置」には，現在の

技術では避けることのできない誤差（実際の台風の

中心からのずれ）が見込まれます。この誤差を半径

とした円を，×印を中心として描きます。破線の円

がそれです。この円を予報円と呼びます。

●台風の最新の中心位置から，予報円をつつむように

実線をひきます。

●言葉で表現するときには，例えば次のようになりま

新しい表示方法 今までの表示方法須里
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台風の中心は，最も確からしい予報位置を中心とする円内に進
んで行く可能性が高いという表示です。

台風の中心の予報位置は円弧上にあるという表示です

（25）
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す。

〔例〕 台風第19号の中心は,15日15時には，潮岬の南

南東約80kmの北緯32度50分，東径136度10分付

近の海上に達する見込みです。予報円の半径は

120kmです。

予報円

●予報円の大きさは，台風中心位置の予報の誤差を示
1十一干

しま9o

●予報円の大きさは，台風の進行方向や速さ，台風の

存在する海域なと．により違いますが，今までの統計

では，24時間後の予報について平均すると，その半

径は日本付近で約200kmです。

●予報円は，1''心位置の予報についての誤差を示すた

めのもので，台風の暴風域や強風域を示すものでは

ありません。

●地図の上で，予報の円の

大きさをコンパスなどで

北緯27度

北緯26度

知ろうとするときは，地

図の緯経度線を利用する

と便利です。地図の上で，

緯度1度分の子午線のili祥艮1度万Uﾉ十十緑のI I! 東径 13 0度

雛が約110kmです。

●台風の動きが非常に遅い場合やほとんど停滞してい

る場合には，予報円は表示しません。

●台風だけでなく，発達した低気圧(最大風速毎秒25m

以_k)の中心の予報の場合にも，新しい表示方報を

用います。

台風の中心

(1)台風は，その中心のまわり何百kmの範囲に，暴風

域強風域強い雨の区域を持っていますo台風は，

‘‘中心”という点だけでなく，"広がり”に注目して

警戒することが大切です。

(2)台風の中心の現在位置を決めるにあたり，特に洋

上の場合には，技術上，平均30km程度の誤菫はまぬ

がれないものです。

NORC協会ニュース

各専門委員の紹介

（その2）

先月号に続き，（社)日本外洋帆走協会の各専門委員

で現在までに確定した方々を紹介致します｡(6月21日

現在）

(26）

本部・関東支部合同帆走委員会

委員長

武市俊〒247横浜市戸塚区上郷町2069-1

フローラ桂台4-501

缶045-893-4653(自),0482-25-1753(会）

副委員長

宮坂敬三〒239横須賀市馬掘海岸4-1-5-401

念0468-42-5281(自）

045-751-1231内3077(会）

委員

鎌田稔〒235横浜市磯子区杉田町3-9-6

菅沼ハイツ202

a045-774-0985(自）

03-265-4311内629(会）

中谷輝彦〒236横浜市金沢区六浦町4041

グリーンハイム301

a045-701-4041(自),03-435-3214(会）

服部一良〒231横浜市中区仲尾台81

山手マンション705

a045-662-6029(自）

03-212-0321内6320(会）

大村雅一〒141束京都品川区上大崎2-10-45-1504

a03-446-5140(自）

03-212-5111内21316(会）

金指昭郎〒251藤沢市片瀬海岸1-8-41

a0466-22-4257(自）

03-543-5523(会・マリン事業部）

薬師寺千代美〒239横須賀市鴨居3-957

盆0468-43-2051(自),0468-82-1212(会）

高坂武雄〒223横浜市港北区新吉田町3511

aO45-591-6522(自),03-764-2601(会）

長江博人〒271松戸市根本72高橋マンション403

金0473-61-2531(自),03-452-5551(会）

吉岡徹〒164中野区中野3-19-18

s03-381-1176(自）

八木慶助〒236横浜市金沢区釜利谷1365-3

グリーンヒルズ金沢文庫602

e045-701-1832(自）

03-584-2351内330(会）

兵藤茂〒247鎌倉市岡本120

a0467-46-3819(自),03-772-8925

内田寛太〒338与野市上落合4-1180

a0488-55-0218(自),03-284-4015(会）

加藤誠〒240-01三浦郡葉山町堀内1950-59(会）

a0468-75-6893(自）

03-744-5311内275(会）

藤井茂〒158束京都世田谷区上用賀2-3-1-202

aO3-426-4836(自),03-272-3211(会）

岡田豪三〒235横浜市磯子区洋光台5-6-23-401

a045-833-1369(自）

佐藤和夫〒277柏市中央2-3-7

へ

I

へ

4
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財務委員会

委員長

名当英臣

相談役

名和幸夫

烏山睦郎

委員

石川光雄

a03-281-5441(会）

〒251藤沢市藤沢2481

a0466-81-8290(自),03-409-7551(会）

〒154東京都世田谷区奥沢6-6-10

s03-704-2371(自),03-793-0556(会）

〒113東京都文京区湯島3-28-12

念03-836-3574(自),03-822-3151(会）

〒222横浜市港北区篠原北2-9-7

aO45-401-1676(自),03-257-1464(会）

関東支部フリートキャプテン名簿

へ江の島
一岩田禎夫〒248鎌倉市腰越5-13-24

壷0466-22-3889(会）

佐島

井上武〒19O立川市幸町5-42-4

a0425-37-3223(自）

小網代

山本弘〒240-01神奈川県三浦郡葉山町堀内489

き0468-75-2736(自),0448-53-1045(会）

シーボニァ

平野喜美夫〒248鎌倉市笛田1152-21

aO3-404-3311内2344(会）

油壺

延滋男〒166束京都杉並区荻窪3-10-8

s03-503-7171(会）

（委員）

名当英臣〒251藤沢市藤沢2481

a0466-81-8290(自),03-409-7551(会）

藤田弘治〒101東京都千代田区内神田3-18-7

イヘ念03-256-8107(自),03-254-4673(会）
諸磯

川久保史朗〒182小平市小川町1-823

e0423-41-3290(会）

横浜

柿島亮一〒233横浜市南区六ツ川1-310

a045-712-3013(自),0425-24-7181(会）

伊藤秀利〒415下田市2-6-3下田ボートサービス

s05582-2-6922(自),05582-2-5511(会）

ルール委員会

委員長

石井正行〒236横浜市金沢区片吹113-3

a045-783-2166(自),0462-28-8121(会）

副委員長

周東英卿〒143束京都大田区中馬込1-11-1

s03-771-7678(自),03-217-7766(会）

(27）

委員

平松栄一

清水泰治

佐藤良

烏本洋一

〒158東京都世田谷区尾山台1-11-18

e03-701-3067(自),03-661-0881(会）

〒155東京都世田谷区代沢2-24-3

"03-413-1888(自),03-621-5411(会）

〒249逗子市新宿3-11-30

a0468-71-6440(自),

045-511-1331内6098(会）

〒352新座市新堀3－6－31

念0424-92-3379(自)，03-252-2919(会）

会費納入のお願い.ノ

NORCの会員で，昭和57年度

年会費をまだ納入されていない

方々が散見されます。大至急納

入下さるようお願い致します。

振込銀行；住友銀行虎ノ門支店

普通口座番号289150

『…､………………….‘…ー､………君…､………………………'‘
） ；
メ

新登録艇の紹介I
ダ

メ

f
f

j
リセール番号‘艇名，帆装，フリート，全長×ﾘ
リ水線長×巾×吃水，オーナー名，その他の頗I
）☆印は会友艇（
』 （
…嵩、基、寡、忌む冠､茸､君も路虫君~、竜、君らｰも詩、滝や言や毒、塚い…罰、……藍、………艶

2950青波行(セイハコウ）ジョイラック26鳴尾マ

リーナ7.90×6.70×2.80×1.50原均／クルー：吉

永良平，兼平安彦，柴傑

2366TinkerBellsumaニゴルソン％須磨9.14

×7.54×3.12×1.75中尾行延／艇名の由来：ピータ

ーパンの妖精からとりました｡／抱負:あまり遠くへは

行けませんが，内海のレースはどんどん参加したいと

思います｡／クルー:大東正道，山本孝弘，小林信之
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全長”・

全幅･･･

艇体重量

総トン数

バー ス数

.･･･････897(、）水線長…･･･…-......7.33(、）

.－….‘320(｢､）吃水.…,……･･.…｜,75(rn）

．．･･･,･3'050(k9）バラスト重量･･….,．|,200(k9）

7.26(t)全ｾｲﾙ面積…4020(m:)(f難魏）
6名適合エンジン･･･ディーゼルエンジン75馬力

MMAHA
資料こ･希望の方は_ヤマハ発動機株式会社宣伝課OS係

〒438静岡県磐田市新貝2500TEL､05383(2)’’1’

(＝天候備品･点検･海図の確認を－）
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